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【本日の内容】
①杉並総合高校の特長

②「在京外国人生徒等対象入試」

③在京外国人枠生徒の在籍状況

④日本語指導の必要性の判断

⑤支援・日本語指導に関わる校内組織

⑥３年間の日本語指導計画

⑦教科学習・学校生活の支援

⑧卒業後の進路状況とキャリア支援

⑨包括的な教育の取り組み・多文化共生への取り組み



①杉並総合高校（=すぎそう）の特 長
１）海外との国際交流 ＆内なる国際化 ：

・ユネスコスクール、海外学校間交流推進校（４つの海外姉妹校）

・「在京外国人生徒等対象入試」(特別定員枠)実施校

２）選択科目が多い ：
・１年次は第二外国語が選択必修（中国語・韓国語・日本語）

・２、３年次では約100の選択科目

３）「総合学科」特有の科目がある ：

・１、２年次→「人間と社会」＆「サクセスプラニング」

・３年次 →「課題研究」（4,000字の論文作成）

＊全校生徒の13名に１人



②「在京外国人生徒等対象入試」

8校（竹台、田柄、南葛飾、府中西、飛鳥、六郷工科、杉並総合、国際）

+4校（一橋、浅草、荻窪、砂川）。

今年で６年目。20名募集。３）実施校：R7(2025)年から4校追加され12校。

１）対象者：R7(2025)年 日本籍でも受検可能に。

日本語指導が必要で、以下のどちらかを満たす者：

①日本の中学校を卒業見込みまたは卒業

→在日期間が入学日現在原則として３年３か月以内。
②外国または日本の外国人学校において９年の義務教育相当の課程を修了

する見込みまたは修了した者。

２）試験内容：作文と面接。それぞれで日本語か英語を選択。
【R7年度の作文の出題内容】：
あなたが杉並総合高校に入学したいと思ったのはなぜですか。杉並総合高校の特色に関係があるように具体的に541字から
600字までで書きなさい。



R7(2025)在京外国人生徒等対象入試 受検状況 ＊国際高校は除く

竹台 田柄
南葛 府中

飛鳥
六郷 杉並

一橋 浅草 荻窪 砂川 合計
飾 西 工科 総合

最終受検者数 47 42 53 18 67 20 43 32 15 13 24 374

受検倍率 2.35 2.10 2.65 0.90 3.35 1.33 2.15 1.60 0.75 0.65 1.20 1.73
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（2025.1.26東京都教育委員会HPより）



③在京外国人枠生徒の在籍状況

No. 国籍（12カ国） 人数 １年 ２年 ３年 合計

1 ネパール 21名 9 5 +(1) 6 20+(1)

2 中国 14名 3 4 +(2) 2 +(3) 9+(5)

3 韓国 4名 (2) (2) (4)

4 ベトナム 3名 2 (1) 2+(1)

5 モンゴル、フィリピン、 台湾 各2名 2 1 +(1) 1 +(1) 4+(2)

6
インドネシア、ガーナ、
スーダン、トルコ、ミャンマー

各1名 1 +(1) 2 (1) 3+(2)

合計 （53名中4名が、日本国籍とのダブル） 17+(3) 12+(6) 9 +(6)

•R7在京外国人枠生徒数 ：５３名

•「日本語指導が必要な生徒」 ：３８ 名

（＝18クラスすべてに、2～4名が在籍 ）

↓( )の15名は日本語指導なし



入学時の日本滞在期間
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•R5 (2023)は「１年未満」が占める割合が大きい。

•R6(2024)・R7(2025)  は「2年半以上」が全体の30％を占めている。

R5（15名）現3年 R6（20名）現2年 R7（20名）1年

赤い○は「日本語指導が必要ない」と判定された生徒



④日本語指導の必要性の判断

＊東京都教育委員会『外国につながる生徒への指導ハンドブック』  (2025.3.24）
「高校生のための日本語実力テストA」をアレンジしたテスト
https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/school/japanese/learning_japanese/guidance_japanese/koukou_handbook

「日本語習得状況テスト*」の実 施

文字・語彙(123問) 文法・読解(45問)

「げつようびまでに
ノートを
しょくいんしつに
ていしゅつしてください。」

ﾃﾞｨｸﾃｰｼｮﾝ(５問)

http://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/school/japanese/learning_japanese/guidance_japanese/koukou_handbook


テスト後にアンケートを

①「(友達や)先生に呼んでほしい名前 」

②「自己紹介のスピーチ」

③ １年次で履修する科目の中で、

「好きな科目に○、苦手な科目に× 」

①は授業担当者が知りたい情報。

②は生徒理解に有効。

③は教科学習支援の予測に有効。

実施



⑤支援•日本語指導に関わる校内組織
１）支援全般：

２）日本語指導：

日本語指導コーディネーター（今年は兼国語科主任）（1名）

（1名）

教務部「在京担当」
（主担当2名★+副2名）

「多文化共生委員会」（16名）
校長1・副校長1

教務部主任1・教務部在京担当4★
生活指導部主任1・進路相談部担当1
各学年主任3・各学年在京担当3・国語科主任1

「日本語科」主任★ R6年から設置



年
次 科目 授業内容 使用教材

１
年 日本語基礎

多読、おすすめの本の発表、
学校生活に必要な語彙の読みなど

手作り冊子（読書記録・感想、Book Talk)、
『多読ライブラリー』ﾚﾍﾞﾙ0&1(アスク出版)
その他多読本、語彙プリント

２
年

日本語Ⅰ

話すことから書くことへとつなげ
る演習

『おしゃべりしながら書くことを楽しむ中
級作文』
(凡人社)

日本語Ａ
*R7に新設

地歴公民・理科・数学などの必修
科目の学習で必要な語彙の理解

教科の授業で配布されたプリント、教科学
習につながる教材

３
年

日本語Ⅱ
様々なテーマについて意見をまと
める演習

『日本語を学ぶ人のためのアカデミック・
ライティング講座』(アスク出版)

日本語Ｂ
*R7に新設

進路活動につながる活動（履歴書
面接など）、論文などを書くため
に必要な知識や技能の習得

進路活動に関連するワークシートなど

日本語科の授業内容•使用教材

⑥３年間の日本語指導計画



年次 科目 授業内容 使用教材

①初級： ①初級：
日本語の文法、漢字 『中学生のにほんご-学校生活編-』

言語文化 （ｽﾘｰｴｰﾈｯﾄﾜｰｸ）
『BASIC KANJI BOOK vo.1』(凡人社)

1年

②中級： ②中級：
現代の
国語

国語の教科書の読解、
漢字

国語の教科書、補助教材
『くもんの小学ドリル2年生かん字』

2年
3年

論理国語

国語の教科書の読解、
漢字

国語の教科書、補助教材

『くもんの小学ドリル2年生かん字』

国語科「取り出し指導」の授業内容•使用教 材

教科書の
写真



「特別の教育課程」の設置と成 果

１)１年次：火・金７限（放課後）
【設置】 R6(2024)年に学校設定科目「日本語実践」から変更。

【内容】 1年が全員集合する唯一の授業⇒学校生活で必要な日本語の指導,支援。

【成果】①卒業要件単位としての認定。

②生徒・教員の意識の変化⇒遅刻が減った。

③５段階評定が不要 ⇒柔軟な学習内容。

２)２,３年次：「論理国語」の代替
【設置】 R5(2023),R6(2024)に各２名,R7(2025)に１名を対象。

【内容】 文法や語彙などの学び直し⇒個々のニーズに合った学習。

【成果】①１対２または１対１のきめ細かな個別指導。
②支援の必要性の認知。

→例）「課題研究」で異なる到達目標が設定された。



１年次 :計7単位 月 火 水 木 金

1 日本語基礎 情報Ⅰ 美術Ⅰ 体育 数学Ⅰ

2 論理・表現Ⅰ 情報Ⅰ 美術Ⅰ 言語文化
(1・2組合同)

歴史総合

3 体育 化学基礎 家庭基礎
英語

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ
英語

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ

4 数学Ⅰ
英語

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ
家庭基礎 数学Ａ

現代の国語

(1・2組合同)

5
現代の国語

(1・2組合同)
保健 数学Ⅰ 歴史総合 化学基礎_

6 サクセス 論理・表現Ⅰ 数学Ａ LHR 言語文化
(1・2組合同)

7 人間と社会
特別の

教育課程
特別の
教育課程

【1年1組Ａさんの時間割】各学年の日本語学習

①「日本語基礎」(1単位)

→レベル分けなし

②「特別の教育課程」

(2単位)

→初•中•上級の3レベル別

③ 国語の取り出し指導 ：

「現代の国語」(2単位)

「言語文化」 (2単位)

→初•中(上)級の2レベル別



月 火 水 木 金

1 公共 体育
英語 ｺﾐ

ｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ
日本語A 生物基礎

2 論理国語
(3・4組合同)

体育 公共 日本語A 地理総合

3
ﾋﾞｼﾞﾈｽ

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ
数学ⅠA演習 英会話 日本語Ⅰ ﾘｽﾆﾝｸﾞ

4 ﾋﾞｼﾞﾈｽ
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

数学ⅠA演習 英会話 日本語Ⅰ ﾘｽﾆﾝｸﾞ

5 体育
英語

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ
生物基礎 物理基礎 物理基礎

6 地理総合 論理国語
(3・4組合同)

保健 LHR
英語 ｺﾐ

ｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ

7 サクセス

【2年3組Bさんの時間割】

①「日本語 Ｉ」(2単位)

→２レベル別

②「日本語Ａ」(2単位)

→レベル分けなし

③ 国語の取り出し指導 ：

「論理国語」(2単位)

→レベル分けなし

２年次:計6単位
(例①）



２年次:計6単位
(例②）

月 火 水 木 金

1 生物基礎
特別の
教育課程
(ﾏﾝﾂｰﾏﾝ）

公共 日本語A
英語 ｺﾐ

ｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ

2 物理基礎 生物基礎 地理総合 日本語A 公共

3 英会話 実用英文法
ﾗｲｾﾝｽ

ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ
日本語Ⅰ ﾘｽﾆﾝｸﾞ

4 英会話 実用英文法
ﾗｲｾﾝｽ

ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ
日本語Ⅰ ﾘｽﾆﾝｸﾞ

5 保健 体育
英語ｺﾐｭﾆｹｰ

ｼｮﾝⅡ
地理総合 体育

6 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼ 
ｮﾝⅡ

物理基礎
特別の
教育課程
(ﾏﾝﾂｰﾏﾝ）

LHR 体育

7 サクセス

【2年5組Cさんの時間割】

①「日本語 Ｉ」(2単位)

②「日本語Ａ」(2単位)

③ 国語の取り出し指導 ：

「論理国語」(2単位)

③ 「論理国語」の代替：

→「特別の教育課程」

(2単位）



３年次 :計6単位 月 火 水 木 金

1 英語 ｺﾐ
ｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ

ﾗｲｾﾝｽ 
ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ

論理国語
(5･6組合同)

英会話 体育

2 英語
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ

ﾗｲｾﾝｽ
ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ

論理国語
(5･6組合同)

英会話 体育

3 ﾒﾃﾞｨｱ英語 実用英文法 ﾌﾗﾝｽ語Ⅰ 英文法演習
英語100万語

多読

4 ﾒﾃﾞｨｱ英語 実用英文法 ﾌﾗﾝｽ語Ⅰ 英文法演習
英語100万語

多読

5 ﾘｽﾆﾝｸﾞ演習 課題研究 日本語Ⅱ
英語

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ
日本語B

6 ﾘｽﾆﾝｸﾞ演習 課題研究 日本語Ⅱ LHR 日本語B

7

【3年6組Cさんの時間割】

①「日本語Ⅱ」(2単位)

→レベル分けなし

②「日本語Ｂ」 (2単位)

→レベル分けなし

③ 国語の取り出し指導 ：

「論理国語」(2単位)

→レベル分けなし



授業活動の紹介：

１） 「日本語基礎」（１単位）の多 読活動

多読教材の
写真



【生徒の「多読ノート」より】
【必読本の記録＋コメント】 【追加本の記録＋コメント】

【毎時間記入：よかった１冊・選んだ理由】

【学期に１回「Book Talk」】
おすすめ本の発表



２） 「日本語Ⅰ（中級）」 （２単位）の作文指導

【付属の「作文ノート」より生徒の作品】

教科書の
写真

教科書の
写真



⑦教科学習•学校生活の支援
１）中間・期末考査前の勉強会（考査約１週間前から実施） 

２）授業での「入り込み指導」

⇒TA（Teaching Assistant）による母語またはやさしい日本語での支援。

⇒「情報Ａ」「課題研究」「サクセスプラニング」などで実施。

３）「日本語能力試験(JLPT)」勉強会（木曜の放課後）

４）２,３年生のサポート全般（火・金曜の放課後） 

５）タブレットＰＣ等での授業中の翻訳機能利用の許可 

６）定期考査の問題用紙と解答用紙のルビ振り    

７）面談や保護者会、入学手続き等での通訳による支援 

８）「ユニバーサルコミュニケーション機器」の利用

⇒届いたばかり。経営企画室窓口などで活用予定。

*「東京2025世界陸上」及び「東京2025デフリンピック」を契機に、都立高

校にも希望制で配布。



⑧卒業後の進路状況とキャリア支援
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専門学校

その他（留学準備、帰国準備他）
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帰国
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卒業生22名の進路状況（R4は6名、R5は6名、R6は10名）

約70%が進学



１）進路指導講演等での取り出し

２）進路行事や履修指導における通訳の活用 

３）総合型入試対策（JETへの橋渡しなど）

４）"外国につながる生徒のための

進路ガイダンス“への引率 →→→

５）行政書士、NPO等と連携
⇒特に奨学金、就職など在留資格に関わる案件

＊JET=「語学指導等を行う外国青年招致事業（The Japan Exchange and Teaching
Programmeの略称）。全都立高校に配置されている。杉並総合には２名が配置。



⑨包括的な教育•多文化共生への取り組み
１）母国についての発表活動・文化祭でのポスター掲示



２）文化祭、周年記念式典での民族舞踊発表

⇒保護者が学校へ足を運ぶきっかけにもなっている



日本語弁論大会
（国際教育研究協議会主催）

３）校内スピーチコンテストで発表
⇒7限「特別の教育課程」で選ばれた3名。

４）校外のスピーチ大会に出場
⇒自己実現・自己肯定感の向上。日本語指導をしていない生徒にも声かけ。

日本語スピーチ大会
（杉並区交流協会主催）



５）日本人生徒による支援ボランティア 

６）図書館の多言語本コーナー
⇒「特別の教育課程」実施校（30万）及び

「在京外国人等入試選抜実施校」（54万）の配布予算を活用

７）全校生徒向け多文化共生講演会「外国語としての日本語」
⇒今年度に初の試みとして７月中旬に実施予定。

８）校内教員研修
⇒テーマ：外国人生徒を取り巻く社会情勢、多様性のある組織づくり、

異文化間コミュニケーション、 D&Iの取組事例、

やさしい日本語、在留資格に関する知識 など



【今後に向けての課題】

①学校として持続可能で安定した日本語指導

②より充実した多文化共生教育

→様々な生徒の成長や生きやすさにもつながる！
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